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RISO デジタルスクリーン製版機の情報サイト
【ゴッコプロフォーラム】

https://goccoproforum.net/jp/
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さまざまな素材にプリントでき、円筒形や曲面といった形状でも対応できる汎用性の高さがスクリーン印刷のウリ

https://www.riso.co.jp/product/digitalscreenmaker/goccopro/スクリーンマスターに、ゴッコプロ本体のサーマルヘッドから熱を送って、柄に応じた
孔をあける。特別な技術がなくても、ボタンひとつで製版可能だ

RISOドライ感熱スクリーン製版システムの仕組み

スクリーンマスター
（フィルム＋紗）
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ポジフィルム
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現像・洗浄

ピンホール修正

乾燥

刷版の完成

従来の製版プロセス（乳剤版）

紗張り

PC ダイレクト製版

刷版の完成

GOCCOPRO QS シリーズの製版プロセス

版下（データ）

約 10 分
※ 紗張りの工程を含まない作業時間

3約 時間
※

Ecological

水を使わない

ゴッコプロ：0L　乳剤：12L

消費電力

GOCCOPRO

乳剤

約1/14

ゴッコプロ：0.005kWh　乳剤：0.07kWh

約1/25消費樹脂量

GOCCOPRO

乳剤

ゴッコプロ：0.4g　乳剤：10.0g

※比較条件：製版サイズ A3 相当／流水量 毎分 3L ／ポジフィルム出力、露光、乾燥の各工程に 2 分間ずつ電力を消費するとして算出

① 版下（データ）
PC に接続し、製版データをゴッ
コプロ本体に送る

② 紗張り（一例）
紗張り機盤上のアルミフレームにスクリーンマスターを
張る。同社では、用途に合わせて 50 〜 300 メッシュ、
水性・溶剤向けタイプ、視認性を高めるピンクのフィル
ムなど、多彩なラインアップを取りそろえる

③ PC ダイレクト製版
RISO ドライ感熱スクリーン製版システム
によって、スクリーンマスターに穿孔。ボ
タンを押して待つだけで、自動的に製版
が完了する

④ 出力
実際にインクを塗布し、
簡単にスクリーン印刷ができる

ポジフィルム

乳剤塗布

露光

洗浄

① ポジフィルム
原稿を透明のフィルムに印刷しポジフィルム
を生成する。ポジフィルムを生成する機器
が近年製造されなくなりつつある。ポジフィ
ルムをフレームに貼るのは通常手で行い、
貼付け位置を正確にするのは非常に難しい

② 乳剤塗布
塗布した部分がコーティングとなり、印刷
されない部分となる。紗に乳剤を塗布する
とき、全体に均一な厚みで塗布するのが理
想的だが、熟練が必要。厚みにムラがある
と乳剤の露光硬化が不完全になったり、印
刷結果に影響する

③ 露光
露光機にかけて、紫外線により乳剤を硬化
させる。乳剤の厚み、照射時間などで硬
化度が変化するため画像エッジのシャープ
さに影響し、印刷仕上がりにダイレクトに
響する

④ 現像・洗浄
硬化しなかった乳剤を洗い流し画像部分を
抜く。乳剤の硬化度や水圧などにより細か
い文字やエッジが抜けてしまうことがある
ため、ハーフトーン画像の繊細な部分が飛
んでしまうというトラブルも起きやすい

刷版の完成まで

サーマルヘッド

※ RISO Dry Thermal Screen System

デジタルスクリーンのススメデ
スクリーン印刷の新提案

　一方で、その特殊な印刷技法から生
まれる独特な成果物を好むエンドユー
ザーは未だ根強い。サイン製作会社の
なかでも、「製版さえ手間なく作れれば、
積極的に取り入れるのに」と嘆く経営者
は少なくないだろう。

　孔版印刷機で世界トップシェアを持
つ理想科学工業の提供するデジタルス
クリーン印刷機「GOCCOPRO（ゴッコ
プロ）」は、従来のスクリーン印刷に見
られた時間がかかるという問題を解決。
これまでは約 3 時間かかっていた製版
プロセスを、デジタル化によってわずか
10 分で完遂できるという。ではどうやっ
て、大幅な時間短縮を可能としているの
か。今号では、従来の乳剤製版を振り
返りながら、ゴッコプロの製版プロセス
について紹介していく。
　紙や布はもちろん、金属、ガラス、
プラスチックなど、さまざまな素材にプ
リントでき、円筒形、曲面といった特殊
な形状にも対応できるスクリーン印刷。
その汎用性の高さから、かつてはサイン
製作会社にとって欠かせない設備となっ
ていた。しかし、近年は作業工程の多
さと職人技とも言われる高度な印刷ノウ
ハウがネックとなり、徐々に使用率は低
下。IJP の成熟も相まって、活躍が難し
くなりつつある。

　まず、従来の乳剤製版はどれほど難
しいものなのか。主な流れは右図の通
り。その最大のネックは、スクリーン印
刷の要とも言える紗貼りと乳剤塗布だ。
アナログの乳剤製版では、フィルム上に
網目状の「紗」を張り、手作業で乳剤

製版プロセスにかかる時間を 約 3 時間から 10 分にまで短縮製版プロセスにかかる時間を 約 3 時間から 10 分にまで短縮
ゴッコプロが誇るコアシステム「RISO DTSゴッコプロが誇るコアシステム「RISO DTS ※※（RISOドライ感熱スクリーン製版システム）」（RISOドライ感熱スクリーン製版システム）」

を塗り、目的の柄を作る工程が発生す
る。ゆえに専門技術を必要とするのだ。
また必要な機器が多く、コストもかさみ、
工程中のトラブルも起きやすい。
　しかし、ゴッコプロであればその心配
はない。フィルムと紗をあらかじめラミ
ネート加工して一体化させた専用フィル
ム「RISO デジタルスクリーンマスター」
をアルミフレームに張るだけと、紗張り
のプロセスを大きく短縮する。そのデジ
タル製版技術を支えるのは、「RISO ド

ライ感熱スクリーン製版システム」。ゴッ
コプロ本体に設置されたサーマルヘッド
の熱によってスクリーンマスターに孔を
あける、同社のコアテクノロジーだ。も
ちろん、スクリーン印刷の魅力である発
色の良さや耐久性はそのまま。本来の
良さを残しつつ、億劫だった乳剤製版の
プロセスだけを画期的かつ飛躍的に改
善させている。
　加えて、フィルムが加工済みかつ乳剤
不要なので、露光機や洗い場も一切不

要。おのずと設備の維持管理費や、電
気代、人件費も削減できるのは嬉しい
要素である。このほか、薬品を使わな
いので、消費樹脂量も約 1/25まで削減。
環境への配慮も万全だ。
　嗜好品や一歩先を行く小ロット生産、
オリジナル需要が伸びていく昨今、こ
れから先、必ず企業を助けるマシンとな
るだろう。これまで時間の都合で煩わし
いと感じていた人も、導入を検討してみ
てはどうだろうか。


